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Ⅰ．本資料の目的

1. 本資料は、2026 年 5 月 19 日に、フランクフルトにて開催される予定である、サステナビ

リティ基準アドバイザリー・フォーラム（以下「SSAF」という。）会議への対応に関して、

現時点の状況をお伝えすることを目的としている。 

Ⅱ．SSAF について

2. SSAF は、指定された個人によって代表される 12 から 16 の組織により構成され、ISSB の

議長又は副議長がその議長を務める。SSAF は、ISSB に技術的な助言を行うことを目的と

しており、SSAFによる助言は、ISSBによる高品質な基準開発の一助になるとされている。

（SSAF メンバー） 

組織名 

パン・アフリカ会計士連盟（PAFA） 

南アフリカ特許会計士協会（SAICA） 

ブラジルサステナビリティ報告委員会（CBPS） 

カナダサステナビリティ基準審議会（CSSB）

メキシコ財務報告基準審議会（CINIF）

アジア・オセアニア会計基準設定主体グループ（AOSSG）

オーストラリア会計基準審議会（AASB）

中国財政部会計司（MOF-ARD） 

インド勅許会計士協会（ICAI）

韓国サステナビリティ基準委員会（KSSB）及び金融委員会（FSC） 

サウジ勅許職業会計士協会（SOCPA）

サステナビリティ基準委員会（SSBJ）

トルコ会計・監査基準局（KGK）

ドイツ会計基準委員会（DRSC） 

エフラグ（EFRAG）

英国財務報告評議会（FRC） 
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（オブザーバー） 

グローバル・レポーティング・イニシアティブ（GRI） 

Ⅲ．2026 年 5 月開催サステナビリティ基準アドバイザリー・フォーラム

（SSAF）への対応 

SSAF 会議における議題 

3. 2026 年 5 月 SSAF 会議では、以下の議題について議論することが予定されている。 

議 題 発表者 
予定 

時間 

IFRS S1 号及び IFRS S2 号の導入支援 ISSB 及び AASB 60 分 

GHG プロトコルの最新動向 GHG プロトコル 60 分 

「SASB スタンダード」の向上 ISSB 60 分 

自然関連開示 ISSB 60 分 

次回 SSAF 会議の議題及び前回会議のサマリー ISSB 15 分 

 

各議題の対応方針 

4. 「SASB スタンダード」の向上については、本日審議予定の ISSB 公開草案「『SASB スタン

ダード』及び『IFRS S2 号産業別ガイダンス』に対する修正案」への対応に関する審議の

状況を踏まえて、適宜対応する予定である。 

5. その他議題については、各議題に対する委員からのご意見を伺ったうえで、SSAF 会議の

審議の状況を踏まえて適宜対応することとしたい。 

6. なお、会議開催後、次回以降のサステナビリティ基準委員会にて、会議概要をご報告する

ことを予定している。 

ディスカッション・ポイント 

本資料の説明について、ご質問があればいただきたい。 

以 上 

 


